
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：いわき市総合都市交通体系調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：いわき市 

 

 

 ３ 調査圏域：いわき市全域 

 

 

 ４ 調査期間：令和３年度～令和４年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

本市における「総合都市交通体系調査」は、これまで「都市交通マスタープラ

ン」や「生活交通ビジョン」、「都市計画道路網再編計画」の策定等の基礎デー

タとして利用されてきた。 

しかし、当該調査は平成元年のパーソントリップ(PT)調査をベースに平成 12

～13 年度のサンプル調査により検討されたものであり、その後、これまでの基盤

整備の進捗及び東日本大震災によるネットワークの変化、急速な人口減少や超高

齢社会の到来、厳しい財政状況、新技術の進展など、本市を取り巻く環境は大き

く変化しているため、調査結果と現状には大きな乖離が生じている。 

そのため、令和２年度に、第二次都市交通マスタープラン等の策定に必要な基

礎データを構築し、本市都市圏における現況交通を把握するため、交通実態調査

（PT 型調査、路線バス乗降調査等）を実施し、ポイント型流動人口データ等のビ

ッグデータを活用した現況分析を行ったところである。 

本業務では、令和２年度の検討を踏まえ、複数の将来シナリオの比較による将

来の交通需要予測を行い、将来時点も含めたいわき都市圏の交通課題を整理す

る。また、これまでの検討結果を受け、基本目標を実現するための交通施策を検

討し、都市交通マスタープラン及び都市・地域総合交通戦略を策定するものであ

る。 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：いわき市総合都市交通体系調査 

 

 ２ 報告書目次 

1. 業務概要 

1.1. 業務目的 

1.2. 業務概要 

1.3. 対象地域 

1.4. 業務項目 

1.5. 業務フロー 

2. 将来交通需要の検討 

2.1. 交通需要予測モデルの検討 

2.2. 交通需要予測モデルの構築 

2.3. 交通需要の将来推計・評価 

3. 都市交通マスタープラン及び都市・地域総合交通戦略の策定 

3.1. 各交通施策の検討 

3.2. 都市交通マスタープラン及び都市・地域総合交通戦略（素案）の作成 

3.3. 都市交通マスタープラン及び都市・地域総合交通戦略の策定 

4. いわき都市圏総合都市交通推進協議会における協議 

4.1. 第 3 回いわき都市圏総合都市交通推進協議会 

4.2. 第 4 回いわき都市圏総合都市交通推進協議会 

4.3. 第 2 回道路交通検討幹事会 

4.4. 第 2 回公共交通検討幹事会 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ４ 委員会名簿等： 

 

 



 

 

 



 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

本市における「総合都市交通体系調査」は、これまで「都市交通マスタープラ

ン」や「生活交通ビジョン」、「都市計画道路網再編計画」の策定等の基礎デー

タとして利用されてきた。 

しかし、当該調査は平成元年のパーソントリップ(PT)調査をベースに平成 12

～13 年度のサンプル調査により検討されたものであり、その後、これまでの基盤

整備の進捗及び東日本大震災によるネットワークの変化、急速な人口減少や超高

齢社会の到来、厳しい財政状況、新技術の進展など、本市を取り巻く環境は大き

く変化しているため、調査結果と現状には大きな乖離が生じている。 

そのため、令和２年度に、第二次都市交通マスタープラン等の策定に必要な基

礎データを構築し、本市都市圏における現況交通を把握するため、交通実態調査

（PT 型調査、路線バス乗降調査等）を実施し、ポイント型流動人口データ等のビ

ッグデータを活用した現況分析を行ったところである。 

本業務では、令和２年度の検討を踏まえ、複数の将来シナリオの比較による将

来の交通需要予測を行い、将来時点も含めたいわき都市圏の交通課題を整理す

る。また、これまでの検討結果を受け、基本目標を実現するための交通施策を検

討し、都市交通マスタープラン及び都市・地域総合交通戦略を策定するものであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ２ 調査フロー 

 
 

 

 

 

  



 ３ 調査圏域図 

 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

⑴ 将来交通需要の検討 

将来都市像を踏まえ、将来人口・産業フレームを設定し、既往計画等を踏ま

えた道路ネットワーク等に基づく、将来交通需要を検討した。 

交通需要予測は、四段階推定法を用いて各段階においてモデルを構築し、必

要に応じてポイント型流動人口データを活用して推計を行った。 

需要予測で設定した将来シナリオと各シナリオの区分は、以下のとおりであ

る。 

 

 

 

 



構築した交通需要予測モデルを用いて、設定した将来シナリオのもと推計さ

れた結果をまとめると、次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑵ 都市交通マスタープラン及び都市・地域総合交通戦略の策定 

令和２年度に行った現況分析の結果や将来交通需要の結果を踏まえ、いわき

都市圏の交通課題や課題解決に向けて必要な取り組みを整理すると、次のとお

りである。 

 

続いて、これまでの検討結果を受け、「まちづくり」「公共交通」「安全・

安心」「持続可能性」の４つの視点から、都市交通マスタープランの基本目標

を実現するための交通施策を検討した。その内容は次のとおりである。 

 



 

また、都市・地域総合交通戦略では、上位計画に示す将来都市構造や、都市

機能や居住の誘導区域を視点に、都市機能誘導区域及びまちなか居住（居住誘

導）区域を有する拠点である主要な市街地（主要な市街地内や主要な市街地間）

と、主要な市街地以外（周辺の拠点や都市圏間）に分けて、それぞれの交通状

況や基盤整備の状況、交通課題等に応じて施策を展開するとともに、ICT など

の先端技術を利用した利便性や快適性の向上などは都市圏全域で取り組むこ

とが有効であると考え、戦略の施策パッケージを「主要な市街地」、「主要な

市街地以外」及び「都市圏全域」を対象に設定した。 

 



 

 

 

これらの内容を取りまとめ、第二次いわき都市圏都市交通マスタープラン及

びいわき都市圏総合交通戦略として、いわき都市圏総合都市交通推進協議会で

の検討やいわき市都市計画審議会への報告・諮問を経て、両計画を策定した。 

 


